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アルギニンメチル化酵素である PRMT1 は生物種間で高度に保
存されており、マウスとヒトにおいては179番目のアミノ酸残基
（ヒスチジン→チロシン）だけが置換されている。この１アミノ
酸置換に着目し、分子動力学シミュレーションと生化学的解析に
より、ヒト型PRMT1（H179Y）がS-アデノシルメチオニンと
より安定に結合し、メチル化活性が効率化することを明らかにし
た。この知見をもとに作製したヒト型PRMT1ノックインマウス
（huMice）は、加齢に伴い炎症応答が抑制されるなどの生理的
特性を示したことから、PRMT1の活性変化が inflammaging 制
御や健康寿命延伸に貢献する可能性が示唆される。 

加齢に伴い生理的変化を引き起こす 
１アミノ酸置換の意義 

ーアルギニンメチル化酵素からのヒントー 

世話人：五十嵐 和彦（生物化学分野）、問い合わせ先：内線7597 
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